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研究成果の概要（和文）：本研究では高齢者・障害者配慮設計技術の開発の際に必要な触知覚

特性（五感の 1つ）のデータを収集することを目的として，図記号の識別容易性，指先の触覚
の基本特性に着目して，それらと加齢の関係を調べた．その結果，図記号の識別容易性につい
て図記号のサイズが小さい場合に加齢効果が見られることがわかった．指先の基本機能（空間
分解能・触圧感度）に関しては，加齢効果が見られた．また，視覚障害者は日常的に触覚を活
用していることが関係しているためか顕著な加齢効果は見られなかった．これらのデータは，
今後触覚を活用した関連規格の作成の際に有用な知見となるであろう． 
 
研究成果の概要（英文）：The development of techniques to improve older and disabled 
persons’ accessibility  requires substantial data regarding the interactions between 
humans and objects. In this regard, there is a dearth of data on tactile perception. 
Therefore, in this study, we investigated the relationship between aging and 
perceptibility of tactile symbols. Our results showed that aging had major effects on 
the perceptibility of tactile symbols when the symbols were small in size. We also measured 
the fundamental properties of tactile sense, tactile pressure sensitivity, and tactile 
spatial resolution. Both tactile pressure sensitivity and spatial resolution worsened 
with aging. This knowledge will be useful in creating new relevant standardization 
guidelines for development of tactile aids.    
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１．研究開始当初の背景 
我が国は，世界に類を見ない急速な人口構

造の高齢化により，国民の 21%が 65 歳以上の
高齢者という超高齢社会を迎え，国・産業界
レベルにおいて，高齢者・障害者に配慮する

調査・研究等の取り組みが積極的に行われる
ようになってきている．現在，高齢者及び障
害のある人々のニーズに対応した規格作成
配慮指針 ISO/IEC ガイド 71（2001 年制定）
に基づいて様々な製品の JIS規格が作成され

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2007-2009 

課題番号：19300205 

研究課題名（和文）  

高齢者・障害者配慮設計技術開発に向けて－加齢と指先の触知覚特性の関係         

研究課題名（英文）  

Development of technologies for older persons and persons with disabilities̶ 

Relationship between aging and tactile perception of human forefinger 

研究代表者 藤本 浩志（FUJIMOTO HIROSHI） 

早稲田大学・人間科学学術院・教授 

         研究者番号：60209103     



 

 

ようとしている．これまでは，健常者を前提
とした様々な製品設計が主であったが，今後
は早急にこれまでの製品設計を見直し，高齢
者・障害者に配慮する製品設計にしなくては
ならない．そのためには,加齢とともにヒト
の感覚特性がどのように変化していくのか
を明らかにする必要がある．なぜなら，ヒト
の感覚特性は製品や環境要素を設計する際
の基本となるからである．そこで，（独）産
業技術総合研究所のアクセシブルデザイン
研究グループは，現在，ISO/IEC ガイド 71 に
基づいて高齢者・障害者に配慮した様々な製
品設計をする際に必要な視覚・触覚・聴覚等
の感覚知覚特性のデータベースの作成を進
めている．しかし，触知覚特性に関する研究
では統制のとれた実験対象物を用意するこ
とが容易では無いために，触覚に関する感覚
知覚特性のデータは視覚・聴覚に比べると非
常に少ないのが現状である． 
そこで，本研究では高齢者・障害者配慮の

設計技術の開発の際に必要な触知覚特性（五
感の 1つ）のデータを収集することを目的と
して，図記号の識別容易性，指先の触覚の基
本特性に着目して，それらと加齢の関係を調
べることにした． 
 

２．研究の目的 
本研究では加齢が図記号の識別容易性，指

先の触覚の基本特性に及ぼす影響を評価す
ることを目的とした． 
 

３．研究の方法 
(１) 図記号の識別容易性 
本実験では図記号の識別容易性について，

呈示刺激（図記号）を分かるまで触る方法で
実験を行った．また，評価指標は，エラー率・
時間・主観評価（識別した回答に対する確信
度）とした．また，呈示刺激(図記号)は，丸・
三角・四角の単純幾何学図形を用い，サイズ
を変えた刺激を被験者に呈示することにす
る．呈示刺激のサイズは，面積（mm2）を単位
とする．また,呈示刺激の製法は図記号のエ
ッジの緩やかなスクリーン印刷方式と図記
号のエッジを鋭くできる切削方式の 2種類の
方法を採用し，図記号のエッジが触知覚特性
に及ぼす影響についても評価する．なお，被
験者は点字や触図の触知歴の無い晴眼者の
20 代の学生及び 65 歳以上の高齢者と，他方
それらの触知歴の長い視覚障害者に参加し
てもらい，年齢に加えて障害の有無が図記号
の識別容易性に及ぼす影響を評価した． 
(２) 指先の触覚の基本特性 
ヒトの指先の触覚の基本特性の確認は，医

者の診断時のヒヤリングの際に行われる程
度でこれまで纏まった知見は得られていな
い．そこで本実験では，年齢に伴ってヒトの
指先の触覚の基本特性（空間分解能・触圧感
度）がどの程度変化するのかを確認する．空

間分解能については，溝が掘られた半球状の
接触子を指先に押し当てて，溝の掘られた向
きを回答させ，溝の幅別の正答率を基に定量
化する．触圧感度については，太さが様々に
異なるナイロン単糸を順次細い方から指先
に押し当てて，刺激を感じることができる圧
の閾値を計測する．本実験の被験者には，20
代の学生および 65 歳以上の高齢晴眼者に参
加してもらい，年齢が指先の触覚の基本特性
に及ぼす影響を評価した． 
 
４．研究成果 
本研究では高齢者・障害者配慮設計技術の
開発の際に必要な触知覚特性のデータを収
集することを目的として，図記号の識別容易
性，指先の触覚の基本特性に着目して，それ
らと加齢の関係を調べた． 
図記号については，1年目（2007 年度）に
は， 20 代学生と 65 歳以上の高齢者を対象と
した図記号の識別実験を行った．なお，呈示
刺激の形状は，丸・三角・四角で，作り方は
エッジの明瞭性の異なるスクリーン印刷方
式と切削方式とし，加齢と図記号の識別容易
性の関係を調べた．2年目（2008 年度）には，
視覚障害者を対象として 1年目と同様な実験
を行った．3年目（2009 年度）は過去 2年間
の結果をまとめ，「加齢」「触知歴」「呈示刺
激の形」「断面形状」「呈示刺激のサイズ」が
図記号の識別容易性に及ぼす影響を整理し
た．その結果，各因子と図記号の識別容易性
の関係が明らかになった．具体的には，図記
号のサイズが小さい場合に，触知歴や年齢に
関係なく図記号の識別容易性が低くなる傾
向が見られた．また,サイズが小さい場合に
は図記号の形状によっては加齢効果が顕著
に見られることもわかった． 
一方，指先の基本機能（空間分解能・触圧
感度）に関しては，3 年間で 20 代学生・65
歳以上の高齢者，視覚障害者を対象としてそ
れぞれ計測した．その結果，それぞれ加齢効
果が見られた．また，視覚障害者は日常的に
触覚を活用していることが関係しているた
めか顕著な加齢効果は見られなかった． 
以上より，指先の触覚による図記号（凸記
号）の識別容易性に関しては，日常生活にお
ける様々な製品のインターフェースに用い
られる各ボタンの高齢者・障害者配慮設計の
際の参考データとなると考えられる．また，
指先の触覚の基本特性評価を行う上でも，不
足する触知覚特性に関するデータとして有
効である．更に，今後触覚を活用した関連規
格の作成の際に有用なデータとなるであろ
う． 
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